
 

 

 

 

 

 

 

災害から学ぶ 安全・安心な学校 

校長 葉抱 敬介  

 

川小っ子の元気な声が学校に戻ってきました。今年の夏も厳しい暑さが続きましたが、その暑さ

の向こう側に、自然の厳しさを改めて思い知らされる出来事が続きました。 

７月２８日に熊本県で発生した地震では、家屋の倒壊や停電が相次ぎ、酷暑の中で避難生活を余

儀なくされた方々の姿が報じられました。現在、ライフラインは復旧しつつあるものの、未だ避難

所生活を強いられている方々が数多くいらっしゃいます。 

８月１３日の千葉県の豪雨では、わずか一日で平年の８月分を大幅に超える

雨量を記録し、道路や鉄道の冠水、空港での長時間の足止めなど、地域の暮ら

しに大きな影響が出ました。これらの被害に遭われた皆さまには、心よりお見

舞い申し上げます。 

気象の面でも、今年も記録的な暑さとなりました。７月２１日に岐阜県郡上

市・多治見市、愛知県豊田市で史上初めて「酷暑日」を記録したのを皮切りに、

これまで、延べ３０地点以上で「酷暑日」が観測されているそうです。 

自然災害ではありませんが、６月には東京都北区の小学校で火災が発生し、学校という子どもた

ちの生活の場における安全確保の重要性を考えさせられる出来事となりました。 

こうしたニュースを振り返ると、災害や事故は決して遠い場所の出来事ではなく、私たちの暮ら

しのすぐそばにある現実であることを改めて実感します。 

このような夏を経て迎える２学期の初めに、川通小では複数回にわたり、避難訓練やシェイクア

ウト訓練を実施します。学校では「防災ウィーク」と位置づけ、子どもたちが自分の命を守るため

の行動を身につける大切な期間にしたいと考えています。災害はいつ起こるかわかりません。しか

し、日頃から備え、正しい行動を知っていれば、いざという時に自分と周りの人を守る力になりま

す。防災は不安を煽るためのものではなく、安心をつくるための学びです。訓練に臨む子どもたち

の真剣な表情を見ると、その学びが確かな力として育っていくことを感じます。 

学校は、子どもたちが毎日を安心して過ごせる場所でなければなりません。地域の皆さまや保護

者の皆さまの支えをいただきながら、川通小として「安全に学べる環境づくり」を一層進めてまい

ります。「防災ウィーク」を通して、子どもたちが自分の命を大切にする心を育み、地域全体で見

守りの輪が広がっていくことを願っています。 

長い夏休みを終え、子どもたちはまた新しい学びの季節へと歩み

始めます。２学期は行事も多く、挑戦の機会がたくさんあります。

一人ひとりが自分のペースで成長し、仲間とともに力を伸ばしてい

けるよう、学校全体で温かく支えてまいります。２学期の学びが、

子どもたちにとって新しい成長の季節となることを願っています。 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

小・中合同研修会を行いました 

 ８月２０日（木）の午前中、岩槻本丸公民館にて、本

校、上里小、川通中の３校の教職員による「川通中学校

区小中合同研修会」を行いました。今年度は、市教育委

員会指導主事による講演と各学校の校務分掌担当で分か

れて、日々の取組について情報交換を行いました。 

 各学校のよい取組を参考にしながら、さらに本校の教

育活動を充実させてまいります。 

さいたま市ストップいじめ！子どもサミット 
７月２９日（水）にさいたま市立小・中学校の代表児童

が大宮国際中等教育学校に集まり、さいたま市ストップい

じめ！子どもサミットが開催されました。本校からは６年

生が代表として参加しました。川通中、上里小の代表と意

見交換を行ったり、 

岩槻区の小中学校で、 

いじめ防止のスローガンを 

決めたりしました。 

 


